
  page. 1 / 17 

         Graytechnos Co., Ltd. 

Model 208/218 用 USB ケーブル  

このケーブルを使うことで、Model 208 / 218 と PC の USB 端子で接続することが可能となります。 

 
 

 
 

まず、PC の任意の USB コネクタに、この USB ケーブル（USB 通信用のドライバ IC が入っています）

をつなぎます。Windows10 では、プラグアンドプレイでデバイスを認識します。オートでデバイス・ド

ライバがインストールされます。 
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まず、「コムポート」の設定が必要です。 

 

 
 

「コムポート」の設定するために「デバイス・マネージャー」を開きます。 

「Windows システムツール」→「コントロールパネル」を開きます。 

 

 
コントロールパネル、「ハードウエアとサウンド」をクリック。 
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デバイス・マネージャーをクリック。 

 

 
ポート（COM と LPT）内に、「USB Serial Port（COM“3“）」があることを確認します。この COM

に割り当てられた番号は任意ですが、”3“番が「適当」です。3 以外の番号で PC が認識した場合の対

処方法を次に示します。 
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「USB Serial Port（COM“X“）」アイコンをダブルクリック、 

 
プロパティを開き、「ポートの設定」→「詳細設定」 

 
COM3 を選択して、「OK」、これでこの USB ケーブルを使用する準備ができました。 
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＜Tips＞ 

デバイス マネージャーは検索窓で「デバイス」と入力すれば、デバイス マネージャーをすぐ起動するこ

ともできます。 
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それでは、アプリケーション「PC208A」の使い方をご説明します。 

弊社 HP より、「PC208A1022bJ.zip」をダウンロード、解凍し、setup.exe を実行、インストールしま

す。Windows10 で動作可能です。 

お使いの機種（208 / 218）の電源を ON し、この USB 通信ケーブルをプラグインします。 

 
PC208A_J を起動します。 

 
まず、「Window」→「「Display Contorol Box」をクリック。「Contorol Box」を起動させます。 
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アプリのコムポートも設定します。「CommPort」→「Setting」と進みます。 

 

 
「Com3」を選択します。「OK」。 

 

ここまでは、初回のみの操作です。 

2 回目以降は、コムポートの設定は必要ありません。 
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「Control Box」に戻り、お使いの機種の「Model」を選択（208 or 218）、「POWER ON」をクリック。 

コミュニケーションが確立します。 
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Control Box がアクティブになり、これで「Contorol Box」から、実機への各種操作が可能となります。 

 

実機からデータを取り込みます。 

「Save」ボタンを押します。 
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「SAVE」を押すたびにデータを受信、表示します。 
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行をダブルクリックすると、「comment」ダイアログが表示されます。 

任意のメモを入力することができます。 

 

測定ケーブルの名前、測定ポイントの名前、等を入力すると良いと思います。 
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データが集まったら、任意の名前でデータをセーブします。 

このセーブデータは「テキスト」ファイルとなります。 

 
このデータを任意のアプリケーション等で活用することができます。 
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エクセルの場合、セーブデータを、カンマやタブ区切りで取り込みます。 

 

 
このようにデータとして活用が可能となります。 
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もう一つの公開アプリケーション「Rs232cTest_J」のご説明です。 

弊社 HP より、「RS232TESTJ_1_02.zip」をダウンロード、解凍し、setup.exe を実行、インストール

します。 

インストール完了後、Rs232cTest_J を起動します。Windows10 で動作可能です。 

 
起動後の画面です。 

 

 
こちらでもコム（通信）ポートの設定をします。 

「通信ポート」→「プロパティ」 
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これも任意ですが、「Com“3”」を選びます。 

「OK」をクリック。 

 
取扱説明書に記載されているコマンドを入力し「Enter」キーを押します。 

実機への操作と、データの返信が可能となります。 

 

「Rs232cTest_J」の利点は、シンプルなコマンドの操作が可能ということと、 

アプリ上のデータがコピー＆ペーストできることです。 

ダイレクトで、他のアプリケーションにデータをペーストすることが出来ます。 
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(5). プログラミングコマンド 

ASCII コード、8 バイト以下、末尾に[CR]をつける。 

アルファベットは大文字のみ。 

コマンド 処理 

Rn, R7 レンジ固定( n=0～6）, 自動レンジ( n=7) 

D1, D0 W 表示にする, dBm 表示にする 

Wn 校正波長選択(n=0～3) 

W0, W1, W2, W3(右端, 右 2 番目, 右 3 番目, 左端) 

C1, C0 相対値測定(REL)開始, 解除 

A1, A0 平均化測定(AVERG)開始, 解除 

H1, H0 データホールド(HOLD)開始, 解除 

B1, B0 最下位桁ブランク(BLANK)開始, 解除 

Z1, Z0 自動オフセット補正(ZERO)開始, キャンセル 

E1, E0 光源(LED)ON, OFF 

T1 W データ送信要求 

T2 dBm データ送信要求 

T3 年月日データ送信要求 

T4 時分秒データ送信要求 

T5nn nn 番地に保存したデータの dBm 値送信要求 

(nn=01～64) 

T6nn nn 番地に保存したデータの dB 値送信要求 

(nn=01～64) 

T7nn nn 番地に保存したデータの年月日値送信要求 

(nn=01～64) 

T8nn nn 番地に保存したデータの時分秒値送信要求 

(nn=01～64) 

Yyymmdd yy 年 mm 月 dd 日にカレンダを設定 

Hhhmmss hh 時 mm 分 ss 秒にカレンダを設定 

Snn,  nn 番地に現在の測定値と日時を上書保存 

(nn=01～64) 

S99 全データ消去 

Pnn nn 番地保存データの送信要求 (nn=01～64) 

P99 全保存データの送信要求 
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シリアル通信用のフリーアプリはたくさんあり、こういったアプリを使って、操作も可能です。 

ASCII コードで、末尾に<CR>をつけて送信します。（コムポートの設定はアプリごとに必要） 

 

探せば、ご用途に合ったアプリがあるかもしれませんし、また、シリアル通信に詳しい方では、アプリ開

発も難しくないと思われます。 

「RS232C テストツール」 

 

 
「SerialDebugger」 


